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聖書：ルカの福音書14章25〜35節 
説教：主の弟子となる 

はじめに 
　今日のところには、だれもがどこかで聞いたこ
とのあるフレーズがいくつか出てきます。なかでも
「十字架を負う」という表現は一般にもよく知ら
れていて、苦しみを背負って生きるというような意
味で使われます。また24節には、塩の話が出て来
ますが、これも「クリスチャンは世の塩、世の光
です」というような表現で、しばしば使われると
ころです。そういうわけで、ここは親しみやすい箇
所であるはずなのですが、よく読むと理解に苦し
むようなことが書かれています。そのなかでも一番
引っかかるのは、26節ではないでしょうか。聖書
では、「隣人を愛しなさい」と言っているのに、
憎みなさいと書いてある。これが本当だというの
なら、私は絶対にキリスト教は信じたくない。そ
う思われても当然でしょう。イエスはいったい何を
言いたかったのか。ここにどのような恵みがある
のか。ともに考えてまいります。 

１　主の弟子となる 
１）三つの条件 
　そこでまず、ここに書かれている内容をおさらい
してみます。大きく三つ分けられます。一つ目はイ
エスの弟子となる条件のことで、それが26節にで
てきます。「わたしのもとに来て、自分の父、母、
妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分のいのちまでも
憎まないなら、わたしの弟子になることはできま
せん。」憎む相手が細かくリストアップされてい
て、数えてみると七つありますから、徹底的に憎み
なさいというようにもとれます。 
　イエスの弟子となるための条件はそれだけでは
なく、27節にもあって、自分の十字架を負わなけ
ればならないと言われる。その意味については、
なんとなく苦しみに関係しているのだろうとは思
うのですが、詳しい説明は何もありません。 
　イエスの弟子となるための条件はまだあって、
33節では「自分の財産をすべて捨て」なさいと言
われる。肉親を憎むのでさえどうかと思うのです
が、ここまで言われたら頭を抱えてしまいます。も
し私がこのみことばを振りかざして、「皆さんは財
産をすべて捨てて、教会に全額献金しなさい」と
言ったらどうなるでしょう。どこかのカルト宗教
が言っていることとほとんど変わらない。もちろ

んイエスはそんな意味で語ったはずはない。では
どういうことなのか。謎だらけです。 

２）事前に見積もる 
　今日の箇所、大きく分けて三つにあるうちの二
つ目は、28節にある塔を建てるときのたとえと、
31節の戦争を準備するときのたとえです。塔を建
てるときは、建てる前に事前にいくらかかるか計
算する。戦争をするときも、相手の兵隊の数や武
器などいろいろなことを調べて、勝つことができ
るかどうか事前に見積もる。そういう話しです。こ
ちらは読めばわかる内容で、説明の必要がありま
せん。それはいいのですが、わからないのは、ど
うしてこの話しをここでするのか。イエスの弟子と
なることと、塔を建てる話しや戦争の話しとどん
なつながりがあるのか。まったくつながりがある
ようには見えません。なんだか急に道に迷ってし
まった感覚に陥ります。 

３）塩のたとえ 
　そのことは後で見ることにして、今日の箇所が三
つに分けられると言いましたが、その三つ目が34
節。「塩は良いものです。しかし、もし塩が塩気を
なくしたら、何によってそれに味をつけるので
しょうか。」これも言っていることは難しくなく
て、塩が塩気をなくしたら使い物になりませんか
ら外に捨てられる。それはわかるのですが、で
も、どうしてここで急に塩の話しが出てくるのか。
さっきの塔を建てる話、戦争の話しが急に出てき
たこともわかりませんでしたが、なぜ塩の話しが
出てくるのか、これもやっぱりわからない。 

２　イエスと群衆 
１）「イエスは振り向いて」 
　まるでもつれた糸のようにわからないことだら
けですが、すべて一本の糸として全部つながってい
るものとしてイエスは話しているはずです。それで
まず最初に何をするか。糸をときほぐすとき、ま
ず糸の端っこを見つけて、そこからたどっていいき
ます。ではこの場合、どこが糸の端っこにあたる
か。25節にあります。「さて、大勢の群衆がイエ
スと一緒に歩いていたが、イエスは振り向いて彼ら
に言われた。」 



　イエスが振り向いたというのですから、イエス
からご覧になって群衆はどこにいたということで
すか。イエスの後ろですね。人々は後ろからイエス
について来た。これが、この箇所を理解していくと
きの最初の手がかりになります。端っこが見つかっ
たので、これがどこにつながっていくのか、その先
をたどっていきます。 

２）わたしについて来る 
　27節を見ます。「 自分の十字架を負ってわたし
について来ない者は、わたしの弟子になることは
できません。」このなかの、「私について来ない
者」に注目します。このままではわかりにくいので
直訳すると、「私の後ろをついて来る者」となり
ます。さきほどの25節と比べてください。イエス
は、群衆がご自分の後ろを歩いてくる群衆をご覧
になって、それと結びつけながら語っているとわか
るでしょう。 
　そうしますと、こう言いたいのでしょうか。
「あなたがたは、わたしにぞろぞろとついてくる
けれど、あなたがたがもし自分の十字架を負ってい
ないのであれば、わたしについて来る資格はな
い。」あるいはこうでしょうか。「あなたがたが
もし自分の親を憎まず、自分のいのちも憎んでいな
いのなら、わたしについてくる資格はない。」あ
るいは。「あなたがたが自分の財産を捨てようと
しないのであれば、わたしについてくる資格はな
い。」こんなふうにたたみかけられるように言わ
れたら、誰かイエスについて行ける者はいるので
しょうか。あまりにも厳しくて誰もできないので
はないですか。そんなできないことをどうして言う
のだろうか。そしてまた、どうして塔を建てたる時
や戦いをするときのたとえ話をし、塩気の話しま
でするのか。これらにどんなつながりがあるの
か。そこがまだわかりません。ここで壁にぶつ
かってしまいました。 

３　イエス・キリスト 
１）自分の十字架を負う者 
　いつものことですが、非常に厳しいように思え
るところにこそ、本当の恵みがあります。でも恵み
に見えないのはなぜか。ここまでずっと、このこ
とばは私たちのことだと思っていました。けれど
も壁にぶつかってしまいました。そこで発想をが
らりと変えてみましょう。これがイエスのことだと
したらどうなるか。そう考えてみるのです。 
　例えば、自分の十字架を負わなければ、イエス
の弟子となれないとありますが、そもそも自分の

十字架を負ったのはだれですか。イエスではないで
すか。ヨハネの福音書19章17節にこうあります。
「イエスは自分で十字架を負って、「どくろの場
所」と呼ばれているところに出て行かれた。そこ
は、ヘブル語ではゴルゴダと呼ばれていた。」 
　なぜ十字架を負うことになったのか。私たちの
罪の身代わりのためです。それなのにイエスはなん
と言ったか。「自分の十字架を負って」と言われ
ました。「あなたがたが負うべき十字架をわたし
が代わりに背負いました」とは言いません。私た
ちの罪であるのにもかかわらず、この方は、「自分
の十字架」と語ってくださった。そのようなことが
見えてきます。 

２）自分のちちと自分のいのちを憎む者 
　では「憎む」ことについてはどうでしょうか。
26節で「自分の」と言っているのは「自分の父」
と「自分のいのち」、この二つであることに注意
してください。この「自分の」と言われているの
は、「わたしのもとに来る人」のことだというこ
とは明かです。でも、進んで自分の父を憎んだり、
自分のいのちを憎む者はいませんから、わけがわ
からなくなってしまいました。ここでも発想の転
換をします。「自分の父」とは、肉親としての父親
ではなく、父なる神のこととしたらどうでしょ
う。そしてまた「自分のいのち」とは誰のこと
か。自分自身のいのちではなく、私たちのいのち
である方、イエスを指すと考えてみたらどうです
か。このとき、群衆はイエスを憎んではいませ
ん。でも、やがてこの群衆は手のひらを返すよう
にして、神を憎み、イエスを憎んで十字架に押し寄
せていきました。 

３）事前に計算している 
　そのとき、人々は思いました。イエスは十字架
で敗北した、失敗した。それはまるで塔を建てよ
うとして、土台だけ据えて完成できなかったようで
あり、あまりにも無謀な負け戦をしたようなも
の。 
　でもイエスはなんと言ったか。28節。「あなた
がたのうちに、塔を建てようとするとき、まず
座って、完成させるのに十分な金があるかどうか、
費用を計算しない人がいるでしょうか。」イエス
は事前に十分に計算していた。この戦いが勝てる
のかどうかをきちんと見きわめて戦いに臨んだ。
決して無謀なことをしたのではない。十分に計算し
尽くして綿密に計画を立てて十字架に向かった。 



４）外に投げ捨てられる 
　では34節の塩の話はどうなるか。この塩がイエ
ス・キリストを指しているとしたならどうでしょ
う。もちろんイエスはいつ、どんなときでも塩気を
失うことはありません。しかし、人々はどうだっ
たでしょうか。この14章の時点では、塩気があ
る、つまり役に立つと皆思っていた。だからイエ
スの後をぞろぞろとついていきます。でもイエスが
十字架におつきになったときはどうですか。「あ
あ、あんな男に期待した自分たちが愚かだった、
役立たずめ」とののしり、あの男には塩気がない
と人々は思い込み、ゴルゴタの丘、すなわち町の外
に投げ捨てた。　 
　これでおわかりでしょう。ここに書かれいるこ
とはすべてイエスご自身のことだったのです。イエ
スの弟子となるための条件が非常に厳しいもので
あった理由はここにあります。十字架につくのはイ
エス一人しかいないからです。他の者が十字架につ
くことがないように、いえすはあえて厳しい条件を
つけました。 

５）私たちのために 
　では、ここに書かれていることは、私たちに
まったく関係ないことだったのか。皆さん考えてみ
てください。自分の父や母との関係。妻、夫、子
ども、兄弟姉妹。みな仲良くしていますという方
はどれだけおられるか。多くの人は肉親同士ギク
シャクした関係で悩んでいる。私はずっと父を憎ん
で生きていた者でした。和解しなければと思いな
がら、それができずに父と死に別れてしまいまし
た。神の救いをいただく資格などないと思うとこ
ろです。ところがイエスに言わせれば、あなたはわ
たしの弟子となる資格があるということになる。 
　また、つらいことが重なったりすれば、自分は
生まれ来なければよかった、死んだ方がよいと思
うこともあります。それは「自分のいのちを憎んで
いる」ということになる。とても神の所に行く資
格などないと誰もが思います。ところがイエスに言
わせれば、あなたはエスの弟子となる資格がある
ということになる。 
　長く生きていると人生いろいろなことが起きま
す。人にだまされたり、事故や災害に遭って財産を
失うこともあります。たとえ平穏無事に過ごしたと
しても、年とともに健康を失い、最期の時はすべて
のものを手放さなければなりません。イエスに言
わせれば、「自分の財産をすべて捨て」る時だっ
たのです。自分には残されたものが何もない。そん
な絶望の瞬間、イエスは語ってくれる。あなたはわ

たしの弟子となる資格がある。ここにあるのは、
全部恵みのことばでした。 
　イエスは、そんな私たちのために、喜んで十字
架を背負い、喜んで、外に捨てられていくきます。
十字架は敗北のように見えましたが、そうではな
い。イエスは十分に計算し、この戦いに勝てるこ
とがわかって、十字架に向かいました。だから私
たちは安心してイエスの十字架に行くことができ
る。十字架のみもとに招いてくださる主の御名を
あがめます。 


